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手形・小切手の電子化の
準備はできていますか？

2026年の利用廃止に向けて

政府は「約束手形・小切手の利用廃止」の
方針を示しております。これをもとに、産業
界・金融界が連携して2026年までの手形・
小切手の利用廃止に向けた取組みを行って
います。早期に電子的決済サービス（※）への
移行をご検討ください。

詳細は青木信用金庫にご相談ください。

電子化のメリット

印紙税や取引先への
郵送料等が不要

どこでも利用でき
煩雑な事務負荷を軽減

盗難・紛失の心配がなく
災害にも強い

コスト　 事務負荷  　 リスク　
D
O
W
N

D
O
W
N

D
O
W
N

電子化

電子記録債権
IB

手形

～「ありがとう」を よろこびに～

2024 年10月～12月期
2025年  1 月～  3 月期

〈実　績〉
〈見通し〉

景況レポート
2 0 2 5  W I N T E R
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（※）電子記録債権（でんさい等）とインターネットバンキング（IB）による振込



AOKI SHINKIN BANK景気動向調査にご協力いただいている企業様をご紹介いたします

http://bike-ttrm.com/ホームページ

機械製造

https://www.e-electron.co.jpホームページ

株式会社 エビナ電機製作所

●所在地
　川口市柳根町23-10
●電話番号　048-269-1649
●事業内容　電子機器製造業

　弊社は昭和43年東京都北区にて創業し、昭和53年に川口市柳崎の新工場
竣工と同時に法人設立いたしました。平成30年に柳根町へ事務所移転し、現在
に至っております。
　弊社ではガス検知器や測定器のチップ製造から組立、梱包までの一貫した生
産を行っており、「納期」、「技術」、「品質管理」、「設備投資等」などお客様のご要
望にお応えしています。これからもお客様の満足度を満たすように、「努力と技
術で確かな品質、ムダをなくして納期厳守」を品質方針とし、これからの日本の
電子機器に対応出来る施策製造の取組みに、より一層の努力を重ねて参りたい
と考えております。お困りごとがありましたら、是非お気軽に弊社へお問い合わ
せください。

●所在地
　草加市吉町4-3-28
●電話番号　048-925-8655
●事業内容　新車・中古二輪車
販売、修理、買取、車検

　日常にちょっとした刺激という名のエッセンスを。
　車と違いバイクは日常生活においてはさほど必要性のない言わば趣味の世
界といった感が強い。その様な事からなかなか足を踏み入れられない方も多い
のでは？興味があるのだけれどもう1歩が踏み出せないという方には私どもが
背中を押します！
　旧車が得意な街の修理屋さんです。フレンドリーなスタッフとお客様の目線に
立った対応。
　楽しくなければバイクじゃない。様々なイベント、ツーリングやサーキット走行
会などを催しております。

有限会社 T.T.Rサービス

▲弊社外観 ▲AOI装置 ▲チップマウンター ▲組立・配線製品例

▲ホンダCB系が得意です ▲リビルドエンジン▲左下：弊社代表　林 一影
※東京モーターサイクルショーにて 

小売

■協力企業様紹介
■ 景気観測
■ 特別調査
　「2025 年（令和 7年）の経営見通し」
■ 経営上の問題点と当面の重点経営施策
■ あおしんトピックス
■ 個別判断項目（業種別）
　総合
　鋳造業
　機械製造業
　卸売業
　小売業
　建設業
　不動産業
　サービス業
■ あおしんビジネスクラブのご紹介
■ 中小機構 支援メニューのご紹介

1
4
6

8
9

10
12
13
14
15
16
17
18
19
20

調査目的
調査時期
調査内容

調査方法
調査対象
調査回答企業数

分析方法

お問い合わせ先

１．
２．
３．

４.
５．
６．

７．

８．

川口市を中心とした最近の中小・小規模企業の動向把握
2024年 12月 2日（月）～ 12月 5日（木）
2024年 7月～9月期と比較した2024年 10月～12月期の実績見込み
2024年 10月～12月期と比較した2025年 1月～3月期の予想
聞き取りによるアンケート調査
当金庫お取引先企業 313企業、回答企業数 313企業＜回答率（100%）＞
鋳造業 28、機械製造業 38、その他製造業 53、卸売業 28、小売業 41、
建設業 50、不動産業 30、サービス業 45
DI（ディフュージョン・インデックス）方法。「増加」（増加＋やや増加）
と回答した企業割合から、「減少」（減少＋やや減少）と回答した企業割合
を差し引いた指数のことで、そのどちらの企業割合が多いかによって、景
況の動きを時期的な推移の中で把握しようとするものです。
青木信用金庫 地域振興部
川口市中青木 2－13－21　TEL 048－251－7667（直通）

この調査について

もくじ  
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AOKI SHINKIN BANK

ホームページ
Instagram

http://design-cocoro.com
https://www.instagram.com/heruheso/

サービス

景気動向調査にご協力いただいている企業様をご紹介いたします

●所在地
　川口市在家町2-17
●電話番号　048-264-7000
●事業内容　倉庫、貸地の不動
産仲介・リノベーション・不
動産管理

　弊社は主に貸倉庫、貸地等への事業用賃貸物件の仲介・管理・建築工事一式
をおこなっております。株式会社T-LifeのTはThanks＝感謝で、「感謝の気持ち
を忘れず仕事に取組み、お客さま生活＝Lを支えます」という意味を込めて会社
名としました。その為、ロゴマークはTがLを支えるようになっています。
　弊社の強みは空き倉庫、畑等を貸地にするのにテナントを付け契約をして、工
事を行い引渡し後に管理をするといった、全て一括して弊社で行えることが強み
であります。
　弊社の自社倉庫も空き倉庫で購入し、リフォーム後にテナントを付けて賃貸し
ております。不動産全般でご相談等ございましたらお気軽にお問合せください。

株式会社 デザインこころ

●所在地　
　川口市木曽呂784-4　第3パレスイ
ン102
●電話番号 　048-420-9602
●事業内容　チラシ・動画作成、サイン
看板のご提案
●営業時間　10：00～19：00（定休日:
土日祝）

　紙媒体を中心に広告、デザイン制作をしておりますデザインこころと申します。
　創業して15年以上、双子のデザイナーがいる事務所です。広告制作は、パン
フレット、ポスター、封筒、名刺とデザインから印刷、納品まで一環して承ってお
ります。お客様の要望にあわせてデータ納品だけでも大丈夫です。
　また印象に残る販促グッズも販売しております。近くにお寄りの際はどうぞお
気軽にお立ち寄りください。

▲弊社外観 ▲リフォーム後 ▲弊社所有物件 ▲弊社所有物件

▲リフォーム前↓

株式会社 ケイエス工業

株式会社 内海工務店

●所在地
さいたま市大宮区上小町
615-3 メゾンアクア1F
●電話番号　048-641-8484
●業務内容
一般住宅設計、直施工（新築・リフォー
ム）、店舗設計、直施工（OPEN工事・
新装OPEN工事・CLOSE工事）、マン
ション・アパート・倉庫（新築・リフォー
ム）、さいたま市小規模修繕・施設修
繕（改修・修理）、ミサワホーム指定工
事店（新築）、土地探し・ご提案

　弊社は、さいたま市大宮区で三代続く工務店であります。地域の皆様とのつ
ながりを大切に、本物の家づくりをご提供しております。日本の風土に合う伝統
的な家づくりをヒントに、徹底したヒアリングのもと、どうしたら上質で快適な空
間になるかを考え、その上で耐震強度も断熱強度も十分満たすことのできる家
づくりをご提供いたします。
　マンション・アパート、店舗、一般住宅の設計、施工、リフォームなど、幅広いニ
ーズに対応しております。建築のことならお気軽にご相談ください。

https://www.thanks-life.co.jp/ホームページ

株式会社 T-Life

●所在地
　川口市東本郷1-5-18
●電話番号　048-229-3086
●事業内容
　鉄骨工事設計施工、請負一式
建築金物他鉄骨階段、製缶、
建築金物など
建築板金他屋根などの建築板
金、施工請負一式

　弊社は平成10年に個人創業し、平成18年に法人成りしました。
　創業以来川口市で鉄骨工事業を営み令和6年11月に新工場を開設いたしま
した。
　弊社ではMグレード（国土交通大臣認定TFBM-203727）を取得しており、
個人宅からビルまで延床面積の制限がなく幅広い受注が可能です。
　お客様の安心と安全を第一に「鉄骨のスペシャリスト」として技術力の高さを
活かしたさまざまなご提案を積極的に行い、品質の向上に努めております。
　事前の準備と加工時の再確認を徹底し、スムーズな現場工事を実施いたしま
す。ご満足頂ける品質をご提供いたしますので、よろしくお願いいたします。

▲弊社外観 ▲工場内 ▲溶接ロボット

▲事務所外観 ▲制作した広告販促物など▲弊社外観 ▲施工事例（外観） ▲施工事例（内観）

http://uchiumi-koumuten.co.jp/ホームページ

https://ks7777.co.jpホームページ

建設

建設

HP Instagram

不動産
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をおこなっております。株式会社T-LifeのTはThanks＝感謝で、「感謝の気持ち
を忘れず仕事に取組み、お客さま生活＝Lを支えます」という意味を込めて会社
名としました。その為、ロゴマークはTがLを支えるようになっています。
　弊社の強みは空き倉庫、畑等を貸地にするのにテナントを付け契約をして、工
事を行い引渡し後に管理をするといった、全て一括して弊社で行えることが強み
であります。
　弊社の自社倉庫も空き倉庫で購入し、リフォーム後にテナントを付けて賃貸し
ております。不動産全般でご相談等ございましたらお気軽にお問合せください。

株式会社 デザインこころ

●所在地　
　川口市木曽呂784-4　第3パレスイ
ン102
●電話番号 　048-420-9602
●事業内容　チラシ・動画作成、サイン
看板のご提案
●営業時間　10：00～19：00（定休日:
土日祝）

　紙媒体を中心に広告、デザイン制作をしておりますデザインこころと申します。
　創業して15年以上、双子のデザイナーがいる事務所です。広告制作は、パン
フレット、ポスター、封筒、名刺とデザインから印刷、納品まで一環して承ってお
ります。お客様の要望にあわせてデータ納品だけでも大丈夫です。
　また印象に残る販促グッズも販売しております。近くにお寄りの際はどうぞお
気軽にお立ち寄りください。

▲弊社外観 ▲リフォーム後 ▲弊社所有物件 ▲弊社所有物件

▲リフォーム前↓

株式会社 ケイエス工業

株式会社 内海工務店

●所在地
さいたま市大宮区上小町
615-3 メゾンアクア1F

●電話番号　048-641-8484
●業務内容
一般住宅設計、直施工（新築・リフォー
ム）、店舗設計、直施工（OPEN工事・
新装OPEN工事・CLOSE工事）、マン
ション・アパート・倉庫（新築・リフォー
ム）、さいたま市小規模修繕・施設修
繕（改修・修理）、ミサワホーム指定工
事店（新築）、土地探し・ご提案

　弊社は、さいたま市大宮区で三代続く工務店であります。地域の皆様とのつ
ながりを大切に、本物の家づくりをご提供しております。日本の風土に合う伝統
的な家づくりをヒントに、徹底したヒアリングのもと、どうしたら上質で快適な空
間になるかを考え、その上で耐震強度も断熱強度も十分満たすことのできる家
づくりをご提供いたします。
　マンション・アパート、店舗、一般住宅の設計、施工、リフォームなど、幅広いニ
ーズに対応しております。建築のことならお気軽にご相談ください。

https://www.thanks-life.co.jp/ホームページ

株式会社 T-Life

●所在地
　川口市東本郷1-5-18
●電話番号　048-229-3086
●事業内容
　鉄骨工事設計施工、請負一式
建築金物他鉄骨階段、製缶、
建築金物など
建築板金他屋根などの建築板
金、施工請負一式

　弊社は平成10年に個人創業し、平成18年に法人成りしました。
　創業以来川口市で鉄骨工事業を営み令和6年11月に新工場を開設いたしま
した。
　弊社ではMグレード（国土交通大臣認定TFBM-203727）を取得しており、
個人宅からビルまで延床面積の制限がなく幅広い受注が可能です。
　お客様の安心と安全を第一に「鉄骨のスペシャリスト」として技術力の高さを
活かしたさまざまなご提案を積極的に行い、品質の向上に努めております。
　事前の準備と加工時の再確認を徹底し、スムーズな現場工事を実施いたしま
す。ご満足頂ける品質をご提供いたしますので、よろしくお願いいたします。

▲弊社外観 ▲工場内 ▲溶接ロボット

▲事務所外観 ▲制作した広告販促物など▲弊社外観 ▲施工事例（外観） ▲施工事例（内観）

http://uchiumi-koumuten.co.jp/ホームページ

https://ks7777.co.jpホームページ

建設

建設

HP Instagram

不動産
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《略歴》
埼玉県出身。中央大学経済学部卒。2002年（株）帝国データバンク
入社。大宮支店調査1部、2003年より同支店情報部配属。県内企業
倒産の取材、経済動向等調査レポート作成に従事。現在に至る。

株式会社帝国データバンク
大宮支店 情報部　記者

梅林 政文（うめばやし まさふみ）

はじめに
　毎年10月に改定される最低賃金。2024年の全国加重平均は、2023年より51円高い1,055円となった。
　目標としていた全国加重平均1,000円を2023年に達成した政府は、次なる目標として2030年代半ばまでに
1,500円を目指すことを「経済財政運営と改革の基本方針2024」（骨太の方針2024）で示している。また、2024
年10月15日公示の衆議院選挙で各政党が2020年代に1,500円に引き上げることを選挙公約として掲げた。しか
し、継続的な賃金の引き上げは、労働者の収入増加による消費の活性化などが期待される一方で、企業側からみる
と人件費上昇による収益の悪化などが懸念されている。
　帝国データバンク大宮支店は、最低賃金改定に対する企業の見解について調査を実施した。
※採用時最低時給（平均値）は、小数点第1位を四捨五入している（日給、週給、月給の場合、時給に換算）

　正社員、非正規社員を問わず、従業員を採用するときの最低時給を尋ねたところ、全体平均は1,205円となり、改
定後の最低賃金の埼玉県加重平均1,078円を127円上回った。
　業界別では、『サービス』が最も高く1,352円となり、唯一1,300円台であった。次いで、『金融』（1,297円）、『不
動産』（1,224円）、『建設』（1,216円）が1,200円台で続き、『卸売』（1,195円）、『製造』（1,164円）、『運輸・倉庫』
（1,103円）が1,100円台となり、『小売』（1,077円）が最も低く1,000円台はこの『小売』のみであった。

採用時の最低時給は1,205円
人材確保を背景に最低賃金より127円高く

～業界別では『サービス』が1,352円で最高～

従業員採用時の最低時給は平均1,205円、最低賃金時間額を127円上回る

まとめ
　本調査の結果、埼玉県内の企業において従業員を採用するときの最低時給の全体平均は1,205円となった。
2024年改定後の最低賃金1,078円を127円上回った。最低賃金での募集では継続的な従業員の確保が難しい
ため、最低賃金を上回る金額に引き上げざるを得ない企業が多いと考えられる。また、全国の状況をみると、物価の
違いなどにより地域間での格差が顕著に表れ、2024年度の最低賃金時間額と採用時の最低時給との間に乖離が
生じているようである。
　物価上昇が続くなかで「従業員の給料を上げることで消費を促す必要がある」といった声がある一方、「130万円
の壁を超えないようにするため、労働時間を意図的に抑える従業員が増え、人手不足が加速する」という声も多数
寄せられている。
　政府は、最低賃金の引き上げを続けるだけではなく、人手不足や価格転嫁への対応、税制や社会保障制度の改
定など、企業の経営状況がひっ迫しないよう政策を打ち出していく必要があろう。

〈参考〉企業からのコメント
・もっと上げるべき。その分、客先も購入価格を上げるべき。最低賃金の上昇はそのまま製品単価に反映するよう
法制化するべき（製造）。
・大企業も中小企業も「同じ」はないのではないか。あまり上げすぎると時間の制限をする人が出てくる（不動産）。
・改定しても年収の壁で各人は出勤調整している（サービス）。
・都道府県別の決定では、不公平感が・・・。全員納得する区分けは不可能としても、県内を3分割から4分割する必
要があるように思う（不動産）。
・利益が減っているなか、最低賃金の上昇はさらなる利益の圧迫となる（小売）。

最低賃金と採用時の最低時給
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《略歴》
埼玉県出身。中央大学経済学部卒。2002年（株）帝国データバンク
入社。大宮支店調査1部、2003年より同支店情報部配属。県内企業
倒産の取材、経済動向等調査レポート作成に従事。現在に至る。

株式会社帝国データバンク
大宮支店 情報部　記者

梅林 政文（うめばやし まさふみ）

はじめに
　毎年10月に改定される最低賃金。2024年の全国加重平均は、2023年より51円高い1,055円となった。
　目標としていた全国加重平均1,000円を2023年に達成した政府は、次なる目標として2030年代半ばまでに
1,500円を目指すことを「経済財政運営と改革の基本方針2024」（骨太の方針2024）で示している。また、2024
年10月15日公示の衆議院選挙で各政党が2020年代に1,500円に引き上げることを選挙公約として掲げた。しか
し、継続的な賃金の引き上げは、労働者の収入増加による消費の活性化などが期待される一方で、企業側からみる
と人件費上昇による収益の悪化などが懸念されている。
　帝国データバンク大宮支店は、最低賃金改定に対する企業の見解について調査を実施した。
※採用時最低時給（平均値）は、小数点第1位を四捨五入している（日給、週給、月給の場合、時給に換算）

　正社員、非正規社員を問わず、従業員を採用するときの最低時給を尋ねたところ、全体平均は1,205円となり、改
定後の最低賃金の埼玉県加重平均1,078円を127円上回った。
　業界別では、『サービス』が最も高く1,352円となり、唯一1,300円台であった。次いで、『金融』（1,297円）、『不
動産』（1,224円）、『建設』（1,216円）が1,200円台で続き、『卸売』（1,195円）、『製造』（1,164円）、『運輸・倉庫』
（1,103円）が1,100円台となり、『小売』（1,077円）が最も低く1,000円台はこの『小売』のみであった。

採用時の最低時給は1,205円
人材確保を背景に最低賃金より127円高く

～業界別では『サービス』が1,352円で最高～

従業員採用時の最低時給は平均1,205円、最低賃金時間額を127円上回る

まとめ
　本調査の結果、埼玉県内の企業において従業員を採用するときの最低時給の全体平均は1,205円となった。
2024年改定後の最低賃金1,078円を127円上回った。最低賃金での募集では継続的な従業員の確保が難しい
ため、最低賃金を上回る金額に引き上げざるを得ない企業が多いと考えられる。また、全国の状況をみると、物価の
違いなどにより地域間での格差が顕著に表れ、2024年度の最低賃金時間額と採用時の最低時給との間に乖離が
生じているようである。
　物価上昇が続くなかで「従業員の給料を上げることで消費を促す必要がある」といった声がある一方、「130万円
の壁を超えないようにするため、労働時間を意図的に抑える従業員が増え、人手不足が加速する」という声も多数
寄せられている。
　政府は、最低賃金の引き上げを続けるだけではなく、人手不足や価格転嫁への対応、税制や社会保障制度の改
定など、企業の経営状況がひっ迫しないよう政策を打ち出していく必要があろう。

〈参考〉企業からのコメント
・もっと上げるべき。その分、客先も購入価格を上げるべき。最低賃金の上昇はそのまま製品単価に反映するよう
法制化するべき（製造）。
・大企業も中小企業も「同じ」はないのではないか。あまり上げすぎると時間の制限をする人が出てくる（不動産）。
・改定しても年収の壁で各人は出勤調整している（サービス）。
・都道府県別の決定では、不公平感が・・・。全員納得する区分けは不可能としても、県内を3分割から4分割する必
要があるように思う（不動産）。
・利益が減っているなか、最低賃金の上昇はさらなる利益の圧迫となる（小売）。

最低賃金と採用時の最低時給
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①非常に良い
②良い

③やや良い
④普通     

⑤やや悪い             
⑥悪い

⑦非常に悪い

特別調査　調査員コメント

特別調査 2025年（令和7年）の経営見通し2025年（令和7年）の経営見通し

問 

1 貴社では、2025 年の日本の景気をどのように見通していますか。次の中から1つ選んでお答えください。

問 

2 貴社では、2025 年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。次の中から1つ選んでお答えください。

0.0％
1.9％

1.0％

10.9％

12.4％

39.3％
34.5％

①非常に良い
②良い

③やや良い
④普通     

⑤やや悪い             
⑥悪い

⑦非常に悪い

0.3％
3.2％

1.0％

15.0％

4.2％

52.7％
23.6％

0.3％
3.8％

3.8％

9.6％

10.2％

26.9％
43.8％

0.6％
1.0％

問 

5

脱炭素化への取組み（具体的な例は下の枠の中をご覧ください。）についてお伺いします。

貴社は、脱炭素化に向けて、信用金庫業界に対して期待する取組みはありますか。①～⑧の中から最も当てはま
るものを1つ選んでお答えください。また、貴社は、信用金庫業界が地域のために積極的に上の枠の取組みを行っ
ていることを知っていますか。⑨～⓪の中から1つ選んでお答えください。

脱炭素化に向けた取組みの事例
情報提供：コスト削減事例の紹介、行政からの支援内容の紹介
現状把握：CO2 排出量の算出サービスの紹介
計画策定：省エネ診断の紹介、CO2 排出量削減計画の策定支援
対策実行：LED・高効率空調・太陽光発電の導入支援
資金供給：サステナブルファイナンス（SDGs・脱炭素化対応融資）

問 

3
2025 年において貴社の売上額の伸び率は、2024 年に比べておおよそどのくらいになると見通していますか。
次の中から1つ選んでお答えください。

・材料費の高騰よりも為替の影響が大きい。今のところ価格転嫁はできているが、交渉の手は緩められない。
・設備の老朽化により品質が低下することを危惧しており、金融機関には設備の入替・更新についてもっと理解し
て欲しい。
・賃金の上昇分を価格転嫁できたので、給与を10%引き上げた。為替変動のリスクを受けやすい為、今後について
は不透明感がある。
・印刷業界および紙媒体の動向に大きく影響を受けるので、電子化の進展がとても気になる。
・脱炭素について取り組み自体はよいことだが、中小企業にそこまで手を回せる余裕はない。
・業種柄、省エネやLED、太陽光発電にはかなり前から取り組んでいる。
・輸入牛・豚肉価格の高騰は一段落したものの、世界の政局次第で輸出入取引がスムーズに行われなくなれば、
ダメージは大きく成行きを注視している。
・昨年はイベント関係がかなり盛況であり、ありがたい1年だった。
・手書き伝票（請求書等）の電子化が課題であるが、システム導入にはコスト面だけでなく、使いこなせるかの不安
がある。
・来年度からの建築基準法や建築物省エネ法の改正によりコストの増加や施工期間の長期化を懸念する。
・価格転嫁はできているが、ドライバー不足はどうしようもない。
・さいたま市 SDGs 企業の認証を目指したが、当社にはクリアすべき要件のハードルが高かった。応募は見送った
が、今後もSDGsを意識した営業活動を続けたい。
・2019 年に消費税軽減税率制度が実施された際にシステムを入替した企業が、今年は 5 年のリース期間満了を
迎えることから売上増加を見込んでいる。
・従業員は全て女性。週1日リモートワークを実施するようにした。従業員に定着してもらう為、常に働きやすい職
場づくりを模索している。

【 鋳 造 業 】

【印刷用インキ製造業】
【金 属 加 工 業】
【照明器具製造業】
【食 肉 卸 売 業】

【ペットおよび関連商品販売業】
【氷・LPガス・灯油販売】

【建　　設　　業】
【運　　送　　業】
【クリーニング業】

【業務システム開発業】

【EC サイト運営業】

問 

4 貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。次にの中から1つ選んでお答えください。

①すでに上向いている
②6か月以内
③1年後
④2年後
⑤3年後
⑥3年超

⑦業況改善の見通しは立たない

25.2％
11.2％

13.1％
6.4％

10.9％
6.7％

26.5％

17.6％
15.0％

1.3％
7.4％

0.3％
11.2％

2.2％
45.0％

①事例の紹介                                                  
②行政からの支援内容の紹介                                   

③CO2排出量の算出
④省エネ診断

⑤削減計画の策定
⑥設備導入支援

⑦サステナブルファイナンス
⑧特にない

特
別
調
査 

「
2
0
2
5
年（
令
和
7
年
）の
経
営
見
通
し
」

特
別
調
査 

「
2
0
2
5
年（
令
和
7
年
）の
経
営
見
通
し
」

①30％以上の増加
②20～ 29％の増加
③10～ 19％の増加
④10％未満の増加

⑤変わらない
⑥10％未満の減少
⑦10～ 19％の減少
⑧20～ 29％の減少
⑨30%以上の減少

信用金庫業界に期待する取組み

18.5％
81.5％

⑨知っている
⓪知らない          

信用金庫業界の取組状況
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2 貴社では、2025 年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。次の中から1つ選んでお答えください。
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5
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計画策定：省エネ診断の紹介、CO2 排出量削減計画の策定支援
対策実行：LED・高効率空調・太陽光発電の導入支援
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経営上の問題点と当面の重点経営施策

（%）

経営上の問題点集計結果（全業種）
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売上の停滞・減少

同業者間の競争激化

人手不足

利幅の縮小

人件費の増加

値上げ要請

原材料高 

販売商品の不足

合理化不足

工場店舗の狭小老朽化

取引先の減少
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当面の重点経営施策（全業種）

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

情報力を強化する

宣伝・広告を強化する

教育訓練を強化する

品揃えを充実改善する

新製品技術を開発する

技術力を高める

提携先を見つける
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あおしんトピックス

「川口市市産品フェア2024」が開催されました
　今回で10回目となる「川口市市産品フェア2024」が10月25日（金）～27日（日）の3日
間、川口オートレース場において開催されました。
 「知ろう・使おう・広げよう」をテーマに、市産品の魅力を発信し、販路拡大を図るとともに、
地産地消の機運を高め地域経済の活性化につなげるため、当金庫取引先35企業を含めて
150企業・団体（小間数としては過去最多の197小間）が出展しました。
　また、事業者によるセミナーやものづくり体験教室など多彩な企画が催されました。
　開催期間中は天候に恵まれ、3日間で21,418人の来場者があり、出展者と来場者との交
流が図られました。
　当金庫も実行委員会構成団体を務め、市内の他金融機関と交代で26日（土）に金融機関
合同相談窓口において相談業務を実施しました。

「第30回地域貢献セミナー」を開催しました
　あおしんビジネスクラブ主催「第30回地域貢献セミナー」を11月13日（水）に川口駅前
市民ホール「フレンディア」において、ビジネスクラブ会員をはじめとする141名のお客様に
参加していただき開催いたしました。
　セミナーには、講師にNHK高校野球解説者としておなじみの杉本真吾氏をお招きし、高
校野球の名将と呼ばれる監督たちの「人と組織」を強くするノウハウをビジネスの現場でも
活かせるようにわかりやすく講演していただきました。
　杉本氏は本業ではタクシー業や旅館業を営んでおり、経営者としての実績も相まって、お
話しには非常に説得力がありました。お客様からも「とてもわかりやすかった」と好評であり、
様々な気づきを得ていただくことができました。
　あおしんビジネスクラブでは、今後も時局にあったテーマでセミナーを開催し、お客様に
様々な気づきの機会を提供してまいります。

　あおしんビジネスクラブでは、企業の次世代を担う若手経営者・後継者・経営幹部の皆様
をご支援することを目的に、「あおしん次世代経営塾」を毎年度開講しております。
　2024年度は中小企業大学校と連携し、「サテライト・ゼミwith青木信用金庫」として、9月
27日（金）、川口駅前市民ホール「フレンディア」において、受講生15名を迎えて開講いたし
ました。
　第10期となる今年度は、『「次世代トップリーダー養成講座」～会社の未来を創造する人
材になるために～』をテーマに10月17日（木）まで全3回構成で実施しました。
　研修は久保公認会計士事務所 代表 久保道晴氏を講師に迎え、後継者や経営幹部候補
が真の経営者になるために知っておきたい心構えや磨いておくべき問題解決力・経営の実践
スキルなどをグループワークを通じて学んだ上で、自社の今後の経営ビジョンと自身の役割
や行動目標について検討し、研修の成果として持ち帰ることを目指しました。
　3日間の研修を終えた受講生からは、「自分ではわかっているつもりであっても、先生に視
覚化、文書化していただくことにより理解が不十分であったことに気づけた」、「グループワー
クが多くあり、様々な業種の方々から貴重な意見を聞くことができた」、「自社の経営課題や
戦略の明確化をわかりやすく順序だてて進めることができた」などの評価が寄せられました。
　また、最終日の終講後には講師、受講生、当金庫役職員を交えた懇親会を実施し、参加者
同士の情報交換や交流を深めることができました。

「第10期あおしん次世代経営塾（サテライト・ゼミwith青木信用金庫）」を開講しました
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総　合
　全業種の当期（10～12月期）の業況判断DIは4となり、前期
（7～9月期）と比較して10ポイントの改善となった。「売上」で
18ポイント、「収益」で13ポイント、「資金繰り」で1ポイントの改
善、「原材料・仕入価格」で2ポイントの上昇、「設備」で横ばい、
「販売・請負・料金価格」で3ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「資金繰り」で1ポイントの改善、「設備」

で横ばい、「業況」で1ポイント、「売上」で10ポイント、「収益」で
3ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で6ポイント、「原材
料・仕入価格」で14ポイントの下降を予想している。
　全体的に景況感は改善したものの、来期の見通しについては
小幅ながら悪化を予想している。

業況判断指数

4
（+10）

当 期

3
（▲1）

来期予想

「業況 DI」推移

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

2024/62020/12 2021/6 2021/12 2022/6 2022/12 2023/6 2023/12 2024/12

当 期
4

（+10）

来期予想
3

（▲1）

業況判断指数

当 期
13

（+18）

来期予想
3

（▲10）

業況判断指数

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

（単位:%）

（単位:%）

18.7 56.8 24.5

19.8 63.3 16.9

22.7 58.8 18.5

21.0 52.9 26.1

22.4 58.4 19.2

29.7 53.4 16.9

※カッコ内は前回調査との増減幅です。¥¥ …DI 値 1以上 …DI 値▲１以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

収
益

増加 変わらず 減少

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

原
材
料
・
仕
入
価
格

上昇 変わらず 下降

設
備

過剰 適正 不足

資
金
繰
り

楽 変わらず 苦しい

当 期
1

（+13）

来期予想
▲2
（▲3）

業況判断指数

当 期
24

（▲3）

来期予想
18

（▲6）

業況判断指数

当 期
44
（+2）

来期予想
30

（▲14）

業況判断指数

当 期
▲6
（+1）

来期予想
▲5
（+1）

業況判断指数

当 期
▲9
（0）

来期予想
▲9
（0）

業況判断指数

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

16.1 55.5 28.4

16.3 65.5 18.2

21.7 57.2 21.1

30.3 66.2 3.5

20.4 77.4 2.2

28.8 66.4 4.8

44.2 53.9 1.9

30.7 68.7 0.6

46.0 51.8 2.2

89.3 10.0

0.4 90.4 9.2

89.41.1 9.5

6.8 79.0 14.2

7.3 80.9 11.8

78.6 13.77.7

0.7

総
合

総
合
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…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

業
況

良い 普通 悪い

売
上

増加 変わらず 減少

総　合
　全業種の当期（10～12月期）の業況判断DIは4となり、前期
（7～9月期）と比較して10ポイントの改善となった。「売上」で
18ポイント、「収益」で13ポイント、「資金繰り」で1ポイントの改
善、「原材料・仕入価格」で2ポイントの上昇、「設備」で横ばい、
「販売・請負・料金価格」で3ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「資金繰り」で1ポイントの改善、「設備」

で横ばい、「業況」で1ポイント、「売上」で10ポイント、「収益」で
3ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で6ポイント、「原材
料・仕入価格」で14ポイントの下降を予想している。
　全体的に景況感は改善したものの、来期の見通しについては
小幅ながら悪化を予想している。

業況判断指数

4
（+10）

当 期

3
（▲1）

来期予想

「業況 DI」推移
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当 期
4

（+10）

来期予想
3

（▲1）

業況判断指数

当 期
13

（+18）

来期予想
3

（▲10）

業況判断指数

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

（単位:%）

（単位:%）

18.7 56.8 24.5

19.8 63.3 16.9

22.7 58.8 18.5

21.0 52.9 26.1

22.4 58.4 19.2

29.7 53.4 16.9

※カッコ内は前回調査との増減幅です。¥¥ …DI 値 1以上 …DI 値▲１以下…DI 値 0¥
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資
金
繰
り

楽 変わらず 苦しい

当 期
1

（+13）

来期予想
▲2
（▲3）

業況判断指数

当 期
24

（▲3）

来期予想
18

（▲6）

業況判断指数

当 期
44
（+2）

来期予想
30

（▲14）

業況判断指数

当 期
▲6
（+1）

来期予想
▲5
（+1）

業況判断指数

当 期
▲9
（0）

来期予想
▲9
（0）

業況判断指数
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当期
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2025年1～3月
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当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

16.1 55.5 28.4

16.3 65.5 18.2

21.7 57.2 21.1

30.3 66.2 3.5

20.4 77.4 2.2

28.8 66.4 4.8

44.2 53.9 1.9

30.7 68.7 0.6

46.0 51.8 2.2

89.3 10.0

0.4 90.4 9.2

89.41.1 9.5

6.8 79.0 14.2

7.3 80.9 11.8

78.6 13.77.7
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2024/62020/12 2021/6 2021/12 2022/6 2022/12 2023/6 2023/12 2024/12

鋳造業
CHUZOU-GYOU

楽 変わらず 苦しい資金繰り
（単位 :%）

過剰 適正 不足設備

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

　鋳造業の当期（10 ～ 12 月期）の業況判断 DI は▲18 となり、前期（７
～９月期）と比較して11ポイントの改善となった。「売上」で32ポイント、「収
益」で 29 ポイント、「資金繰り」で 4 ポイントの改善、「設備」で 3 ポイン
トの減少、「販売・請負・料金価格」で 4 ポイント、「原材料・仕入価格」
で7ポイントの下降となる。
　来期（1～ 3月期）は、「業況」で4ポイント、「収益」で7ポイントの改善、「売
上」、「資金繰り」、「設備」で横ばい、「販売・請負・料金価格」で10ポイント、「原
材料・仕入価格」で15ポイントの下降を予想している。

「業況 DI」推移
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業況判断指数

▲18
（+11）

当 期

▲14
（+4）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

（単位 :%）

89.3 10.7

85.7

85.7

50.0 42.9 7.1

71.4 3.625.0

42.9 7.150.0

17.9 35.7 46.4

17.9 71.4 10.7

21.4 57.2 21.4

14.3

14.3

3.6 82.1 14.3

85.73.6 10.7

85.7 10.7

25.0 75.0

14.3 82.1 3.6

71.4 3.625.0

14.3 46.4 39.3

28.6 50.0 21.4

32.1 42.9 25.0

50.010.7 39.3

57.114.3 28.6

10.7 60.7 28.6

3.6

2024/62020/12 2021/6 2021/12 2022/6 2022/12 2023/6 2023/12 2024/12

楽 変わらず 苦しい 過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少

機械製造業
KIKAISE IZOU-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

業況判断指数

0
（+8）

当 期

▲5
（▲5）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　機械製造業の当期（10 ～ 12月期）の業況判断 DI は 0となり、前期（7
～9月期）と比較して8ポイントの改善となった。「売上」で31ポイント、「収益」
で21ポイント、「資金繰り」で10ポイント、「設備」で5ポイントの改善、「原
材料・仕入価格」で 9 ポイントの上昇、「販売・請負・料金価格」で 2 ポイ
ントの下降となる。
　来期（1～ 3月期）は、「業況」で5ポイント、「売上」で21ポイント、「収益」
で8ポイント、「資金繰り」で3ポイントの悪化、「設備」で2ポイントの減少、「販
売・請負・料金価格」で 8 ポイント、「原材料・仕入価格」で 23 ポンイト
の下降を予想している。「業況 DI」推移
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前期 前期
2024年7～9月

当期
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来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

増加 変わらず 減少

79.5 20.5

81.6 18.4        

84.2 15.8

53.8

68.431.6

55.3 44.7

17.9 51.3 30.8

15.8 68.4 15.8

28.9 50.0 21.1

46.2

39.515.8 44.7

74.4 17.97.7

81.6 10.57.9

79.0 10.510.5

64.1 2.633.3

78.921.1

65.831.6 2.6

28.2 38.5 33.3

26.3 52.6 21.1

42.1 42.1 15.8

51.320.5 28.2

52.621.1 26.3

26.3 47.4 26.3
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2024/62020/12 2021/6 2021/12 2022/6 2022/12 2023/6 2023/12 2024/12

鋳造業
CHUZOU-GYOU

楽 変わらず 苦しい資金繰り
（単位 :%）

過剰 適正 不足設備

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

　鋳造業の当期（10 ～ 12 月期）の業況判断 DI は▲18 となり、前期（７
～９月期）と比較して11ポイントの改善となった。「売上」で32ポイント、「収
益」で 29 ポイント、「資金繰り」で 4 ポイントの改善、「設備」で 3 ポイン
トの減少、「販売・請負・料金価格」で 4 ポイント、「原材料・仕入価格」
で7ポイントの下降となる。
　来期（1～ 3月期）は、「業況」で4ポイント、「収益」で7ポイントの改善、「売
上」、「資金繰り」、「設備」で横ばい、「販売・請負・料金価格」で10ポイント、「原
材料・仕入価格」で15ポイントの下降を予想している。

「業況 DI」推移
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業況判断指数

▲18
（+11）

当 期

▲14
（+4）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

前期
2024年7～9月

当期
2024年10～12月

来期
2025年1～3月

（単位 :%）

89.3 10.7

85.7

85.7

50.0 42.9 7.1

71.4 3.625.0

42.9 7.150.0

17.9 35.7 46.4

17.9 71.4 10.7

21.4 57.2 21.4

14.3

14.3

3.6 82.1 14.3

85.73.6 10.7

85.7 10.7

25.0 75.0

14.3 82.1 3.6

71.4 3.625.0

14.3 46.4 39.3

28.6 50.0 21.4

32.1 42.9 25.0

50.010.7 39.3

57.114.3 28.6

10.7 60.7 28.6

3.6

2024/62020/12 2021/6 2021/12 2022/6 2022/12 2023/6 2023/12 2024/12

楽 変わらず 苦しい 過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少

機械製造業
KIKAISE IZOU-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

業況判断指数

0
（+8）

当 期

▲5
（▲5）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　機械製造業の当期（10 ～ 12月期）の業況判断 DI は 0となり、前期（7
～9月期）と比較して8ポイントの改善となった。「売上」で31ポイント、「収益」
で21ポイント、「資金繰り」で10ポイント、「設備」で5ポイントの改善、「原
材料・仕入価格」で 9 ポイントの上昇、「販売・請負・料金価格」で 2 ポイ
ントの下降となる。
　来期（1～ 3月期）は、「業況」で5ポイント、「売上」で21ポイント、「収益」
で8ポイント、「資金繰り」で3ポイントの悪化、「設備」で2ポイントの減少、「販
売・請負・料金価格」で 8 ポイント、「原材料・仕入価格」で 23 ポンイト
の下降を予想している。「業況 DI」推移
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卸売業
OROSHIURI -GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

楽 変わらず 苦しい 過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少増加 変わらず 減少

　卸売業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲21となり、前期（7～9月期）
と比較して4ポイントの改善となった。「売上」で14ポイント、「収益」で7ポイン
ト、「資金繰り」で3ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」、「原材料・仕入価
格」で11ポイントの上昇、「設備」で横ばいとなる。
　来期（1～3月期）は、「業況」で3ポイントの改善、「資金繰り」、「設備」で横ば
い、「売上」、「収益」で7ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」、「原材料・仕入
価格」で18ポイントの下降を予想している。

「業況 DI」推移
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来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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前期

来期
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来期

当期 当期
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当期

当期

当期

当期
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小売業
KOURI-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

楽 変わらず 苦しい 過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少

業況判断指数

17
（+7）

当 期

10
（▲7）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　小売業の当期（10～12月期）の業況判断DIは17となり、前期（7～9月期）と
比較して7ポイントの改善となった。「売上」で13ポイント、「収益」で14ポイン
ト、「資金繰り」で2ポイントの改善、「設備」で横ばい、「販売・請負・料金価格」で
13ポイント、「原材料・仕入価格」で10ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「資金繰り」で3ポイント、「設備」で2ポイントの改善、
「業況」、「収益」で7ポイント、「売上」で10ポイントの悪化、「販売・請負・料金価
格」で2ポイント、「原材料・仕入価格」で7ポイントの下降を予想している。

「業況 DI」推移
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51.3 2.446.3

31.7 43.9 24.4

24.4 61.0 14.6

34.1 51.3 14.6

51.229.3 19.5

61.024.4 14.6

26.8 63.4 9.8

24.4 43.9 31.7

19.5 61.0 19.5

26.8 53.7 19.5
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AOKI SHINKIN BANK

卸売業
OROSHIURI -GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

楽 変わらず 苦しい 過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少増加 変わらず 減少

　卸売業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲21となり、前期（7～9月期）
と比較して4ポイントの改善となった。「売上」で14ポイント、「収益」で7ポイン
ト、「資金繰り」で3ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」、「原材料・仕入価
格」で11ポイントの上昇、「設備」で横ばいとなる。
　来期（1～3月期）は、「業況」で3ポイントの改善、「資金繰り」、「設備」で横ば
い、「売上」、「収益」で7ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」、「原材料・仕入
価格」で18ポイントの下降を予想している。

「業況 DI」推移
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当 期

▲18
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来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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小売業
KOURI-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

楽 変わらず 苦しい 過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少

業況判断指数

17
（+7）

当 期

10
（▲7）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　小売業の当期（10～12月期）の業況判断DIは17となり、前期（7～9月期）と
比較して7ポイントの改善となった。「売上」で13ポイント、「収益」で14ポイン
ト、「資金繰り」で2ポイントの改善、「設備」で横ばい、「販売・請負・料金価格」で
13ポイント、「原材料・仕入価格」で10ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「資金繰り」で3ポイント、「設備」で2ポイントの改善、
「業況」、「収益」で7ポイント、「売上」で10ポイントの悪化、「販売・請負・料金価
格」で2ポイント、「原材料・仕入価格」で7ポイントの下降を予想している。

「業況 DI」推移
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AOKI SHINKIN BANK

建設業
KENSETSU-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

楽 変わらず 苦しい 過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少増加 変わらず 減少

　建設業の当期（10 ～ 12 月期）の業況判断 DI は 16となり、前期（7～
9月期）と比較して14ポイントの改善となった。「売上」で22ポイント、「収益」
で 4 ポイント、「資金繰り」で 2 ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」
で9ポイント、「原材料・仕入価格」で2ポイントの上昇、「設備」で4ポイ
ントの減少となる。
　来期（1～ 3月期）は、「収益」、「資金繰り」で10ポイントの改善、「業況」
で 4 ポイント、「売上」で 8 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で
10 ポイント、「原材料・仕入価格」で 20 ポイントの下降、「設備」で 2 ポ
イントの減少を予想している。「業況 DI」推移
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来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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不動産業

資金繰り
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

楽 変わらず 苦しい

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少

業況判断指数

▲17
（▲4）

当 期

▲3
（+14）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　不動産業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲17となり、前期（7～9月
期）と比較して4ポイントの悪化となった。「原材料・仕入価格」で7ポイントの上
昇、「売上」、「収益」で6ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で7ポイントの
下降、「資金繰り」で10ポイントの減少となる。
　来期（1～3月期）は、「業況」で14ポイント、「売上」、「収益」で10ポイント、
「資金繰り」で3ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で7ポイントの上昇、
「原材料・仕入価格」で7ポイントの下降を予想している。

「業況 DI」推移
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AOKI SHINKIN BANK

建設業
KENSETSU-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

楽 変わらず 苦しい 過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少増加 変わらず 減少

　建設業の当期（10 ～ 12 月期）の業況判断 DI は 16となり、前期（7～
9月期）と比較して14ポイントの改善となった。「売上」で22ポイント、「収益」
で 4 ポイント、「資金繰り」で 2 ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」
で9ポイント、「原材料・仕入価格」で2ポイントの上昇、「設備」で4ポイ
ントの減少となる。
　来期（1～ 3月期）は、「収益」、「資金繰り」で10ポイントの改善、「業況」
で 4 ポイント、「売上」で 8 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で
10 ポイント、「原材料・仕入価格」で 20 ポイントの下降、「設備」で 2 ポ
イントの減少を予想している。「業況 DI」推移
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来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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不動産業

資金繰り
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

楽 変わらず 苦しい

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少

業況判断指数

▲17
（▲4）

当 期

▲3
（+14）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　不動産業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲17となり、前期（7～9月
期）と比較して4ポイントの悪化となった。「原材料・仕入価格」で7ポイントの上
昇、「売上」、「収益」で6ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で7ポイントの
下降、「資金繰り」で10ポイントの減少となる。
　来期（1～3月期）は、「業況」で14ポイント、「売上」、「収益」で10ポイント、
「資金繰り」で3ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で7ポイントの上昇、
「原材料・仕入価格」で7ポイントの下降を予想している。

「業況 DI」推移

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

前期

来期

前期

来期

前期

来期

前期 前期

来期

前期

来期

来期

2024年7～9月

当期
2024年10～12月

2025年1～3月

2024年7～9月

当期
2024年10～12月

2025年1～3月

2024年7～9月

当期
2024年10～12月

2025年1～3月

2024年7～9月

当期
2024年10～12月

2025年1～3月

2024年7～9月

当期
2024年10～12月

2025年1～3月

2024年7～9月

当期
2024年10～12月

2025年1～3月

90.03.3 6.7

76.66.7

3.3 80.0

70.0 10.020.0

76.6 6.716.7

70.016.7 13.3

76.723.3

76.723.3

70.030.0

83.3 16.7

20.073.36.7

70.03.3 26.7

80.0 16.73.3

83.36.7 10.0

3.3 20.076.7

83.3 16.7

70.03.3 26.7

16.7

16.7

73.36.7 20.0

2024/62020/12 2021/6 2021/12 2022/6 2022/12 2023/6 2023/12 2024/12

建
設
業

不
動
産
業

FUDOUSAN-GYOU

1716



あおしんビジネスクラブのご紹介

「あおしんビジネスクラブ」（ABC）は、現在550社の企業様が入会する青木信用金庫が運営する経営
者の会です。経営に役立つ旬な経営情報や青木信用金庫が紡ぐ経営者ネットワークを活かした人脈作
りにお役立ち頂けます！

お問い合わせ　青木信用金庫　地域振興部　048-251-7667
会費は月額2,640円（税込）です。ご入会翌月より毎月4日に指定口座からお引き落しさせていただきます。（休日の場合は翌営業日）

中小企業様のためのビジネス雑誌！
1月より、月刊次世代経営者としてリニューアルされました！1月
号は、ジャパネットたかた創業者高田明氏や早稲田大学教授入
山章栄氏等豪華メンバーに寄稿いただきました。
会員様特典で税込み2,200円の月刊誌を無料でご購読いただ
けます！

月刊 次世代経営者

あおしんビジネスクラブは経営者・後継経営者の為のクラブです。

サービス業
SÂBISU-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

過剰 適正 不足

増加 変わらず 減少

楽 変わらず 苦しい

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少

　サービス業の当期（10～12月期）の業況判断DIは0となり、前期（7～9月
期）と比較して7ポイントの改善となった。「売上」で11ポイント、「収益」で3ポイ
ント、「資金繰り」で4ポイント、「設備」で7ポイントの改善、「原材料・仕入価格」
で7ポイントの上昇、「販売・請負・料金価格」で3ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「業況」で2ポイントの改善、「収益」、「資金繰り」、「設
備」で横ばい、「売上」で7ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で6ポイント、
「原材料・仕入価格」で13ポイントの下降を予想している。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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こんな方は是非ご入会ください！

あおしんだから実現できるお得な会費設定

会員向け会報誌がリニューアルされました！！

・経営に役立つ旬な情報が欲しい！
・経営者の横のつながりを作っていきたい！
・HP作成や法令書式ダウンロードなどのシステムを使いたい！

TOPICS
!

提供サービス

ソリューション情報提供

ホームページ作成

補助金・助成金情報

入札情報

ビジネスレポート

法定書式ダウンロード

オンラインセミナー

集合型イベント

経営者向け雑誌

費用

あおしんビジネスクラブ

使い放題

作成・編集代行 会費内無料

使い放題

使い放題

使い放題

使い放題

年5回以上

年2回～

毎月1回

全て使えて月額2,400円（税別）

A社 B社 C社 D社
他社サービス
E社 F社 G社 H社 I社

？？

月額
1,000円

月額
3,000円

月額
1,000円

月額
1,000円

月額
500円

月額
5,000円

都度
1,000円

都度
10,000円 1,000円

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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あおしんビジネスクラブのご紹介

「あおしんビジネスクラブ」（ABC）は、現在550社の企業様が入会する青木信用金庫が運営する経営
者の会です。経営に役立つ旬な経営情報や青木信用金庫が紡ぐ経営者ネットワークを活かした人脈作
りにお役立ち頂けます！

お問い合わせ　青木信用金庫　地域振興部　048-251-7667
会費は月額2,640円（税込）です。ご入会翌月より毎月4日に指定口座からお引き落しさせていただきます。（休日の場合は翌営業日）

中小企業様のためのビジネス雑誌！
1月より、月刊次世代経営者としてリニューアルされました！1月
号は、ジャパネットたかた創業者高田明氏や早稲田大学教授入
山章栄氏等豪華メンバーに寄稿いただきました。
会員様特典で税込み2,200円の月刊誌を無料でご購読いただ
けます！

月刊 次世代経営者

あおしんビジネスクラブは経営者・後継経営者の為のクラブです。

サービス業
SÂBISU-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

過剰 適正 不足

増加 変わらず 減少

楽 変わらず 苦しい

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少

　サービス業の当期（10～12月期）の業況判断DIは0となり、前期（7～9月
期）と比較して7ポイントの改善となった。「売上」で11ポイント、「収益」で3ポイ
ント、「資金繰り」で4ポイント、「設備」で7ポイントの改善、「原材料・仕入価格」
で7ポイントの上昇、「販売・請負・料金価格」で3ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「業況」で2ポイントの改善、「収益」、「資金繰り」、「設
備」で横ばい、「売上」で7ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で6ポイント、
「原材料・仕入価格」で13ポイントの下降を予想している。
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こんな方は是非ご入会ください！

あおしんだから実現できるお得な会費設定

会員向け会報誌がリニューアルされました！！

・経営に役立つ旬な情報が欲しい！
・経営者の横のつながりを作っていきたい！
・HP作成や法令書式ダウンロードなどのシステムを使いたい！

TOPICS
!

提供サービス

ソリューション情報提供

ホームページ作成

補助金・助成金情報

入札情報

ビジネスレポート

法定書式ダウンロード

オンラインセミナー

集合型イベント

経営者向け雑誌

費用

あおしんビジネスクラブ

使い放題

作成・編集代行 会費内無料

使い放題

使い放題
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年5回以上
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支 援 メ ニ ュ ー の ご 紹 介

人材育成をサポートして欲しい

取引を拡大したい

ビジネスマッチングサイト「J-GoodTech」で新規取引先開拓を！！

J-GoodTech
J-GoodTech（ジェグテック）
は、日本の中小企業と大手企
業・海外企業をつなぐB2Bに
特化したビジネスマッチングサ
イトです。
登録企業は、製品開発、業務
連携、海外展開のビジネスパ
ートナー探しや新規取引に向
けた情報交換などをサイト上
で効率よく無料で行うことが
できます。

■お問い合わせ：中小機構 関東本部 企業支援部 支援推進課 ジェグテック担当
　○電話／03-5470-1638　○メール／kanto-hanro@smrj.go.jp

○大手企業等からの発注情報を見ることができる！
○発注情報に対し、自社製品・技術、アイディア等を自由に提案することができる！
○営業コストをかけずに法人情報を世界へ発信できる！
○新たな取引先が見つかる！
○ビジネスに関する情報を幅広く収集できる！

登録企業のメリット

https://jgoodtech.smrj.go.jp/アドレス

デジタル化したい

■お問い合わせ：中小企業基盤整備機構 関東本部　○電話／03-5470-1637

https://it-sodan.smrj.go.jp/アドレス

専門家によるオンライン面談で、IT化のお悩みを解決！

IT経営サポートセンター
ITの利活用・導入に関し、簡易
で気軽に相談ができるオンラ
イン面談サービスです。実務経
験豊富なIT専門家が、中小企
業や支援機関の皆様からのIT
に関する個別具体的なご相談
にお答えしたり、課題解決に向
けた実践的なアドバイスを行
います。

（もやもや型）IT活用が必要なのはわかる。でも、具体的にどうすればいいのかわから
ない。
（はっきり型）自社のIT利活用に関して、相談したい課題がはっきりしている。

○悩んでいる事業者と一緒に相談したい
○事業者からの相談に応えるにあたり、助言をもらいたい

どちらのタイプもご相談ください！

支援者の方へ。事業者と一緒にご利用ください！

□ 無料　□ オンライン　□ 60分　□ 予約制中小企業大学校東京校

第10期　あおしん次世代経営塾　次世代トップリーダー養成講座
～会社の未来を創造する人材になるために～

過去の開催報告
（HP掲載）を
こちらのQRコード
からご覧いただけます。 

［連携先：青木信用金庫　あおしんビジネスクラブ］

〈受講者の声〉
・研修への参加は初めてで不安でしたが、とてもわかりやすかったです。
・自社のビジョンをブラッシュアップしようと思いました。
・学んだことを自社で実践していきたいです。
・参加者との交流が学びになりました。

2024年9月27日、10月7日、17日の3日間、川口駅前市民ホール　フレンディア4階ホールにて、「第10期あおしん次世代
経営塾　次世代トップリーダー養成講座～会社の未来を創造する人材になるために～」を実施し、15名の方にご参加い
ただきました。受講者は講義やグループワークを通して、決算書の見方を始めとした経営分析の基礎知識や、経営マネジ
メントの実践ポイント、次世代トップリーダーの心構えについて学びました。研修後には会場にて懇親会を実施し、受講
者同士の交流を深めました。来年度も、青木信用金庫・中小機構にて連携し、本サテライト・ゼミを実施する予定です。

中小機構関東本部　サテライト・ゼミ(川口市)研修を実施しました開催報告

■お問い合わせ：中小企業大学校東京校　企業研修課
　○電話／042-565-1207

資料請求
お問合せフォーム 詳しくはこちら

経営後継者研修について

『経営後継者研修』は、中小企業大学校東京校（東京都東大
和市）で実施している約10か月の全日制の長期研修です。
「自社の未来を描き、その実現に向け社員を巻き込み、自ら
率先垂範する次代の『経営者』」を目指し、経営後継者に必
要な基本的な能力や知識を、実践的に習得していきます。
本研修を開始してから45年の歴史と実績を誇り、900名を
超える修了者が、各方面で経営者・経営幹部として活躍して
います。

第46期 経営後継者研修
2025年10月開講【申込受付中】

○ 10か月間全日制で経営意欲に火がつく！
○段階的な学習手法で、実践的な能力を養う！
○考える力とコミュニケーション力を磨く！
○徹底した自社分析とゼミナールによるサポートで自社と
　 自身の未来を描く！
○ 全国に、業界を超えた生涯にわたる仲間ができる！

経営後継者研修の5つの特徴

  研修期間 
 2025年10月1日（水）～2026年7月17日（金） 
  定　　員 　20名
  受 講 料 　1,283,000円（教材費含む・税込）
  ※受講料は変更になる場合がございます。
  対 象 者 　下記(1)(2)のすべてを満たす方
 ⑴中小企業の経営後継者候補又は経営幹部候補の方
 ⑵心身ともに健康な方
  ※自社または他社における実務経験が1年以上
　　ある方が望ましい。

 

募集要項（概要）
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支 援 メ ニ ュ ー の ご 紹 介

人材育成をサポートして欲しい

取引を拡大したい

ビジネスマッチングサイト「J-GoodTech」で新規取引先開拓を！！

J-GoodTech
J-GoodTech（ジェグテック）
は、日本の中小企業と大手企
業・海外企業をつなぐB2Bに
特化したビジネスマッチングサ
イトです。
登録企業は、製品開発、業務
連携、海外展開のビジネスパ
ートナー探しや新規取引に向
けた情報交換などをサイト上
で効率よく無料で行うことが
できます。

■お問い合わせ：中小機構 関東本部 企業支援部 支援推進課 ジェグテック担当
　○電話／03-5470-1638　○メール／kanto-hanro@smrj.go.jp

○大手企業等からの発注情報を見ることができる！
○発注情報に対し、自社製品・技術、アイディア等を自由に提案することができる！
○営業コストをかけずに法人情報を世界へ発信できる！
○新たな取引先が見つかる！
○ビジネスに関する情報を幅広く収集できる！

登録企業のメリット

https://jgoodtech.smrj.go.jp/アドレス

デジタル化したい

■お問い合わせ：中小企業基盤整備機構 関東本部　○電話／03-5470-1637

https://it-sodan.smrj.go.jp/アドレス

専門家によるオンライン面談で、IT化のお悩みを解決！

IT経営サポートセンター
ITの利活用・導入に関し、簡易
で気軽に相談ができるオンラ
イン面談サービスです。実務経
験豊富なIT専門家が、中小企
業や支援機関の皆様からのIT
に関する個別具体的なご相談
にお答えしたり、課題解決に向
けた実践的なアドバイスを行
います。

（もやもや型）IT活用が必要なのはわかる。でも、具体的にどうすればいいのかわから
ない。
（はっきり型）自社のIT利活用に関して、相談したい課題がはっきりしている。

○悩んでいる事業者と一緒に相談したい
○事業者からの相談に応えるにあたり、助言をもらいたい

どちらのタイプもご相談ください！

支援者の方へ。事業者と一緒にご利用ください！

□ 無料　□ オンライン　□ 60分　□ 予約制中小企業大学校東京校

第10期　あおしん次世代経営塾　次世代トップリーダー養成講座
～会社の未来を創造する人材になるために～

過去の開催報告
（HP掲載）を
こちらのQRコード
からご覧いただけます。 

［連携先：青木信用金庫　あおしんビジネスクラブ］

〈受講者の声〉
・研修への参加は初めてで不安でしたが、とてもわかりやすかったです。
・自社のビジョンをブラッシュアップしようと思いました。
・学んだことを自社で実践していきたいです。
・参加者との交流が学びになりました。

2024年9月27日、10月7日、17日の3日間、川口駅前市民ホール　フレンディア4階ホールにて、「第10期あおしん次世代
経営塾　次世代トップリーダー養成講座～会社の未来を創造する人材になるために～」を実施し、15名の方にご参加い
ただきました。受講者は講義やグループワークを通して、決算書の見方を始めとした経営分析の基礎知識や、経営マネジ
メントの実践ポイント、次世代トップリーダーの心構えについて学びました。研修後には会場にて懇親会を実施し、受講
者同士の交流を深めました。来年度も、青木信用金庫・中小機構にて連携し、本サテライト・ゼミを実施する予定です。

中小機構関東本部　サテライト・ゼミ(川口市)研修を実施しました開催報告

■お問い合わせ：中小企業大学校東京校　企業研修課
　○電話／042-565-1207

資料請求
お問合せフォーム 詳しくはこちら

経営後継者研修について

『経営後継者研修』は、中小企業大学校東京校（東京都東大
和市）で実施している約10か月の全日制の長期研修です。
「自社の未来を描き、その実現に向け社員を巻き込み、自ら
率先垂範する次代の『経営者』」を目指し、経営後継者に必
要な基本的な能力や知識を、実践的に習得していきます。
本研修を開始してから45年の歴史と実績を誇り、900名を
超える修了者が、各方面で経営者・経営幹部として活躍して
います。

第46期 経営後継者研修
2025年10月開講【申込受付中】

○ 10か月間全日制で経営意欲に火がつく！
○段階的な学習手法で、実践的な能力を養う！
○考える力とコミュニケーション力を磨く！
○徹底した自社分析とゼミナールによるサポートで自社と
　 自身の未来を描く！
○ 全国に、業界を超えた生涯にわたる仲間ができる！

経営後継者研修の5つの特徴

  研修期間 
 2025年10月1日（水）～2026年7月17日（金） 
  定　　員 　20名
  受 講 料 　1,283,000円（教材費含む・税込）
  ※受講料は変更になる場合がございます。
  対 象 者 　下記(1)(2)のすべてを満たす方
 ⑴中小企業の経営後継者候補又は経営幹部候補の方
 ⑵心身ともに健康な方
  ※自社または他社における実務経験が1年以上
　　ある方が望ましい。

 

募集要項（概要）
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①
②
③
④
⑱
⑲
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
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⑪
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㉗
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店 舗 一 覧
〒332-0032
〒333-0845
〒334-0002
〒332-0021
〒332-0021
〒332-0021
〒333-0851
〒332-0034
〒336-0931
〒332-0003
〒340-0023
〒333-0848
〒333-0848
〒121-0075
〒338-0823
〒338-0823
〒332-0001
〒343-0806
〒343-0806

℡ 048-251-5811
℡ 048-266-6000
℡ 048-281-4003
℡ 048-252-4665
℡ 048-252-4665
℡ 048-252-4665
℡ 048-265-1831
℡ 048-251-0260
℡ 048-882-2051
℡ 048-222-1260
℡ 048-927-1101
℡ 048-267-6543
℡ 048-267-6543
℡ 03-3850-9911
℡ 048-854-1141
℡ 048-854-1141
℡ 048-225-1811
℡ 048-965-2821
℡ 048-965-2821

川口市中青木2-13-21
川口市上青木西5-27-15
川口市鳩ヶ谷本町2-1-3
川口市西川口2-1-20
川口市西川口2-1-20(西川口支店内)
川口市西川口2-1-20(西川口支店内)
川口市芝新町7-5
川口市並木4-1-18
さいたま市緑区原山1-4-4
川口市東領家2-1-1
草加市谷塚町1336-2
川口市芝下3-37-26
川口市芝下3-37-26(芝前川支店内)
足立区一ツ家2-10-15
さいたま市桜区栄和3-13-10
さいたま市桜区栄和3-13-10（埼大通支店内）
川口市朝日2-27-13
越谷市宮本町1-166-3
越谷市宮本町1-166-3(越谷支店内)

本店営業部
北 支 店
鳩ヶ谷支店
西川口支店
戸 田 支 店
飯 仲 支 店
蕨駅前支店
並木町支店
浦 和 支 店
南 平 支 店
谷 塚 支 店
芝前川支店
柳 崎 支 店
足 立 支 店
埼大通支店
新 座 支 店
朝 日 支 店
越 谷 支 店
東越谷支店

〒334-0075
〒333-0802
〒340-0808
〒340-0808
〒333-0855
〒335-0001
〒336-0025
〒331-0073
〒336-0926
〒330-0855
〒362-0045
〒362-0045
〒332-0017
〒334-0062
〒333-0815
〒330-0042
〒333-0832
〒334-0051

℡ 048-285-3611
℡ 048-296-2211
℡ 048-995-1121
℡ 048-995-1121
℡ 048-261-5211
℡ 048-443-1331
℡ 048-864-8111
℡ 048-623-6911
℡ 048-874-3511
℡ 048-645-8551
℡ 048-725-5311
℡ 048-725-5311
℡ 048-254-0121
℡ 048-285-8855
℡ 048-294-8050
℡ 048-833-2711
℡ 048-282-6611
℡ 048-298-2011

川口市江戸袋1-12-1
川口市戸塚東3-3-1
八潮市緑町5-12-7
八潮市緑町5-12-7（八潮支店内）
川口市芝西2-26-24
蕨市北町1-23-15
さいたま市南区文蔵2-21-4
さいたま市西区指扇領別所382-2
さいたま市緑区東浦和7-32-16
さいたま市大宮区上小町803-1
上尾市向山2-1-4
上尾市向山2-1-4(上尾支店内)
川口市栄町1-12-21-101
川口市榛松1-16-8
川口市北原台3-21-28
さいたま市浦和区木崎2-31-27
川口市神戸787-1
川口市安行藤八480-2

江戸袋支店
戸 塚 支 店
八 潮 支 店
吉 川 支 店
芝 支 店
蕨 支 店
南浦和支店
指 扇 支 店
尾間木支店
大 宮 支 店
上 尾 支 店
桶 川 支 店
栄 町 支 店
榛 松 支 店
差 間 支 店
木 崎 支 店
神 根 支 店
安 行 支 店

⑮
⑯
⑰
33
⑳
㉑
㉒
㉓
㉔
㉕
㉖
35
㉘
㉙
32
34
36
37

手形・小切手の電子化の
準備はできていますか？

2026年の利用廃止に向けて

政府は「約束手形・小切手の利用廃止」の
方針を示しております。これをもとに、産業
界・金融界が連携して2026年までの手形・
小切手の利用廃止に向けた取組みを行って
います。早期に電子的決済サービス（※）への
移行をご検討ください。

詳細は青木信用金庫にご相談ください。

電子化のメリット

印紙税や取引先への
郵送料等が不要

どこでも利用でき
煩雑な事務負荷を軽減

盗難・紛失の心配がなく
災害にも強い

コスト　 事務負荷  　 リスク　
D
O
W
N

D
O
W
N

D
O
W
N

電子化

電子記録債権
IB

手形

～「ありがとう」を よろこびに～

2024 年10月～12月期
2025年  1 月～  3 月期

〈実　績〉
〈見通し〉

景況レポート
2 0 2 5  W I N T E R
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（※）電子記録債権（でんさい等）とインターネットバンキング（IB）による振込


